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《表紙》
　西津保育園で火災を想定し
た総合避難訓練が行われまし
た。若狭消防署員協力の下、
煙が出されると、先生と園児
69 人は、ハンカチで口と鼻
を押さえ、姿勢を低くしなが
ら、真剣な表情で避難をして
いました。
　この総合避難訓練は、市内
各保育園・幼稚園で毎年実施
されています。

（11 月６日）

【特集】求められる地域の防災力
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地域の防災力

❸ 広報おばま　平成 24.12 広報おばま　平成 24.12❷

日
ご
ろ
か
ら
防
災
対
策
を

　
災
害
に
対
し
て
は
日
ご
ろ
か

ら
次
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
身
の
回
り
の
安
全
対
策　

　
地
震
に
備
え
、
家
具
は
転
倒

防
止
器
具
な
ど
で
固
定
し
、
棚

や
タ
ン
ス
の
上
に
重
い
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
塀
・
石
垣
な
ど
の

補
強
や
家
屋
の
耐
震
化
な
ど
身

の
周
り
の
安
全
対
策
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

②
避
難
場
所
・
経
路
の
確
認

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
避

難
場
所
や
避
難
経
路
、
危
険
箇

所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
早
め
早
め
の
避
難
行
動

　
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら

最
新
の
情
報
を
入
手
し
、
自
主

的
に
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

④
家
族
と
の
連
絡
方
法
　

　
家
族
間
で
互
い
の
連
絡
方
法

や
、
避
難
場
所
（
集
合
場
所
）

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
非
常
持
出
品
の
準
備

　
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、

３
日
分
程
度
の
食
料
・
飲
料
水

な
ど
避
難
時
に
最
低
限
必
要
な

地
域
み
ん
な
で
助
け
合
う

　
災
害
発
生
時
に
は
、
人
や
家

族
の
力
だ
け
で
事
態
に
対
処
す

自
主
防
災
組
織
の
活
動

　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
は

主
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

【
平
常
時
の
活
動
】

●
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

●
防
災
訓
練
の
実
施

●
地
域
の
安
全
点
検

●
防
災
用
資
機
材
の
整
備

【
災
害
時
の
活
動
】

●
情
報
の
収
集
・
伝
達

●
出
火
防
止
・
初
期
消
火
活
動

●
住
民
の
避
難
誘
導

●
負
傷
者
の
救
出
・
救
護

●
給
食
・
給
水
な
ど
の
活
動

活
動
を
支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
本
年
度
、
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
自
主
防
災
組

織
の
活
動
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】　「
小
浜
市
自

主
防
災
組
織
の
育
成
に
関
す
る

要
綱
」
の
規
定
に
基
づ
き
登
録

さ
れ
た
自
主
防
災
組
織

【
主
な
補
助
対
象
経
費
】　

①
防
災
訓
練
に
係
る
消
耗
品

費
、
燃
料
費
、
材
料
費
、
保
険

料
な
ど

②
防
災
マ
ッ
プ
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
作
成
費
・

購
入
費

③
看
板
、
避
難
路
案
内
標
識
な

ど
の
作
成
・
設
置
費

④
防
災
資
機
材
購
入
費
・
修
繕
費

⑤
防
災
研
修
会
の
講
師
謝
礼

【
補
助
金
額
】　
１
組
織
当
た
り

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
（
１
万
円
上
限
）

　
市
で
は
、今
年
３
月
か
ら
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
、防
災
情
報（
災

害
・
避
難
情
報
な
ど
）を
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
す
る
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

と
い
う
「
自
助
」
の
一
環
と

し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

︻
登
録
方
法
︼　
下
記
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
直
接
ア
ク
セ
ス

す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
、「
仮

登
録
」
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
仮
登
録
さ
れ
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
あ
て
に
本

登
録
の
手
順
を
案
内
し
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
は
本

登
録
完
了
後
と
な
り
ま
す
。

求められる地域の防災力
災害から身を守るために…

　いつ、どこで起こるか分からない災害。あなたの家庭や地域では、日ごろの備え、
大丈夫ですか。いざというときに被害を最小限に抑えるためには、自分の身は自
分で守る「自助」、地域でお互いに支え合う「共助」の備えが欠かせません。
　今月号では、地域の防災力について考えます。

自
助
が
最
も
大
切

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

「
自
助
」、
地
域
や
身
近
に
い
る

人
同
士
が
助
け
合
っ
て
取
り
組

む
「
共
助
」、
行
政
や
消
防
機

関
が
取
り
組
む
「
公
助
」。
こ

の
う
ち
、
災
害
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
に
は
、「
自
助
」
が

最
も
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら

な
い
よ
う
、
非
常
持
出
品
の
準

備
や
家
屋
の
耐
震
化
、
家
具
の

転
倒
防
止
な
ど
、
身
の
回
り
の

安
全
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

http://bousaiobama.
mail-dpt.jp/

※ＱＲコードを認識できるカ
　メラ付き携帯電話で下記の
　図形を読み取ってください

自
主
防
災
組
織
と
は

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
主
体

的
に
地
域
を
守
る
と
い
う
考
え

の
下
、
地
域
住
民
が
自
主
的
な

防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

避
難
や
救
出
現
場
に
お
い
て
、

「
地
域
の
力
」
が
大
き
く
発
揮

さ
れ
ま
し
た
。

73
組
織
が
登
録

　
小
浜
市
で
は
昨
今
、
市
内
各

地
で
、
各
区
な
ど
が
母
体
と

な
っ
た
自
主
防
災
組
織
の
設
立

防
災
メ
ー
ル
の
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す

　新保区では、個人個人での備えはしてたんですが、地区民が一帯となった防災対策
が不十分だったことから、平成 17年６月に自警団（自主防災組織）を立ち上げました。
　昨年５月の台風災害では、河川が氾

はんらん

濫し、区内４カ所で、土砂が道路や田んぼに流れ込
みました。土のう積みや泥の排出に追われ、自主防災組織の重要性
を改めて認識しました。
　今年４月に実施した防災訓練では、台風が襲来したとの想定で避
難訓練を行いました。日本赤十字社の方々を招いて、救急法や応急
手当などについての講習も行い、区民の人たちには、防災に対する
意識をいっそう高めていただけたものと思います。
　防災で大切なのは、「迅速な伝達」と「迅速な行動」だと思います。
そのためにも日ごろから区民全員が防災意識を高め、地域全体で連
携して災害に備えておくことが重要だと考えます。

自主防災組織　

新保区自警団　団長　　嶋
しま だ

田　直
なおと

人さん

地域全体で災害に備えることが重要

防災訓練での救急法講
習の様子（今年４月）

　
な
お
、
本
登
録
は
、
サ
イ

ト
ポ
リ
シ
ー
（
小
浜
市
防
災

メ
ー
ル
利
用
規
約
）
へ
の
同

意
が
必
要
で
す
。

※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
な
ど
通

　
信
に
係
る
経
費
は
、
利
用

　
者
（
登
録
者
）
の
負
担
と

　
な
り
ま
す

※
振
込
詐
欺
な
ど
の
防
犯
情

　
報
も
配
信
し
ま
す

※
登
録
手
順
な
ど
詳
し
く
は

　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い

の
動
き
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
以
降
現
在
ま
で
、

「
小
浜
市
自
主
防
災
組
織
の
育

成
に
関
す
る
要
綱
」に
基
づ
き
、

73
の
組
織
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

公助

自助 共助
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図２　生き埋めや閉じ込められた際の救助

自力で

家族に

友人・隣人に

通行人に

救助隊に

その他

34.9％

31.9％

28.1％

2.6％

1.7％

0.9％

出典：（社）日本火災学会：
兵庫県南部地震における火
災に関する調査報告書（神
戸市内、標本調査）

図１　自助・共助・公助

生活安全課☎内線 472・473

非
常
持
出
品
を
準
備
し
、
そ
の

置
き
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

る
の
は
難
し
く
、
地
域
の
中
で

助
け
合
う
「
共
助
」
で
乗
り
切

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
各
区
な
ど
で
「
自

主
防
災
組
織
」
を
組
織
し
、
日

ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

自分の身を自分の
努力によって守る

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

国や都道府県等の行政、
消防機関による救助・
援助等

災害時の被害を抑える

90
％
超
が
自
助・共
助
で
救
出

　
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
平

成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
近
隣
や

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
・
結

び
つ
き
が
大
切
だ
と
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。（
社
）
日
本
火

災
学
会
の
「
兵
庫
県
南
部
地
震

に
お
け
る
火
災
に
関
す
る
調
査

報
告
書
（
神
戸
市
内
、
標
本
調

査
）」
に
よ
る
と
、
自
力
ま
た

は
家
族
や
近
所
の
住
民
に
救
出

さ
れ
た
割
合
が
90
％
を
超
え
る

と
い
う
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
２
）。

（％）
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産業振興功労産業振興功労

　書道を愛好し、特にかな
文字は高い評価を受けてい
ます。昭和56年に住居の一
部を開放し「小浜カルチャー
ハウスめだかの学校」を開
設。本年３月の閉講まで芸
術を志す若者が集う拠点と
なっていました。平成８年
から市文協理事に就任され、
平成12年から６年間、副会
長を務められました。現在、
しろゆりの会副会長などを
担われ、文化の振興と後進
の育成に尽力されています。

玉
た ま い

井 令
の り こ

子さん
（広峰・77歳）

教育文化振興功労
　平成４年から現在まで日
本赤十字救急法指導員とし
て、災害時の被災者救護に
必要な知識と技術を普及さ
せるとともに、救助員の育
成に務められています。ま
た、昭和 43 年に小浜市赤
十字奉仕団に入団されてか
ら現在まで、永年にわたり、
社会福祉の向上に大きく貢
献されています。

佐
さ と う

藤 豊
と よ こ

子さん
（犬熊・68歳）

社会福祉功労

　平成 12 年から平成 24
年まで小浜市公平委員を３
期 12 年務められました。
平成 17 年から平成 24 年
には、委員長の重責を果た
され、公正中立な立場で人
事行政の適正化、公平性の
確保に尽力されるなど本市
の公平委員会の運営に大き
く貢献されました。

村
む ら か み

上 正
ま さ と し

壽さん
（深谷・74歳）

自治振興功労
　昭和 51年から家業であ
る「ホテルせくみ屋」に従
事され、小浜商業近代化地
域計画に積極的に参加、協
力され、小浜市の中心市街
地の再開発とまちづくりに
貢献されました。現在は、
若狭おばま観光協会長、小
浜商工会議所常議員、若
狭おばま料理旅館組合長、
㈱まちづくり小浜取締役等
の重責を担われ、観光産業
の発展と地域の活性化に大
きく貢献されています。

藤
ふ じ わ ら

原 喜
き み お

巳男さん
（今宮・63歳）

産業振興功労

　平成 24年度の小浜市長表彰、小浜市奨励賞、小浜市文化奨励賞の受
賞者が決まり、11月３日、文化会館で表彰式が行われました。
　市長表彰は６個人、奨励賞は１団体、文化奨励賞は３個人の皆さんです。

＊

　市長表彰・奨励賞は、市や関係団体から推薦された候補者・候補団体
を各種団体長で構成する小浜市表彰選考委員会で審議、選定され、市長
が決定します。
　文化奨励賞は、市や関係団体から推薦された候補者・候補団体を教育
文化に関する各種団体長で構成する小浜市文化奨励賞選考委員会で審議
され、市教育委員会で決定します。

■問い合わせ　総務課☎内線３５３
　教育総務課☎内線４２２

　平成 18年に小浜信用金
庫の理事長に就任以来、地
域金融の円滑化はもとよ
り、地域福祉への寄与、さ
らに子育て支援やボラン
ティア活動を積極的に行う
など地域密着型経営を実践
されています。現在は、小
浜商工会議所常議員、小浜
市監査委員、土地開発公社
監事、㈱まちづくり小浜監
査役の重責を担われ、地域
の振興と活性化に大きく貢
献されています。

森
も り し た

下 充
あたる

さん
（中の宮・63歳）

　平成 16年に若狭湾観光
株式会社および株式会社そ
ともめぐりの代表取締役に
就任され、観光交流人口の
増加に尽力されています。
現在は、小浜商工会議所常
議員、若狭おばま観光協会
副会長、㈱まちづくり小浜
取締役の重責を担われ、観
光産業の発展と地域の活性
化に大きく貢献されていま
す。時

と き お か

岡 節
せ つ お

夫さん
（高浜町和田・63歳）

平成24年度

　　受賞おめでとうございます！

市長表彰・奨励賞・文化奨励賞
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　平成 20年４月に
宮川地区の農家の主
婦たちで宅配弁当屋
を開業され、さらに、
平成23年７月には、
古民家を改築し、農
家レストランを開業
されました。地産地
消や伝承料理の推
進、高齢者や女性の
雇用創出により、地
域の活性化に大きく
貢献されています。

あばん亭
て い

（本保）

奨励賞

　第九実行委員会、はばた
け未来へ実行委員会の委員
として団員の指導にあたら
れるとともに、第九演奏会
では市民初のソリスト（独
唱者）として出演されるな
ど、本市の音楽文化活動
に貢献されています。平成
23年には第63回福井県音
楽コンクール声楽部門で最
高賞の知事賞を受賞、平成
24年には第53回東京国際
芸術協会新人オーディショ
ンで準合格されるなど、今
後の活躍が期待されます。

近
こ ん ど う

藤 路
み ち こ

子さん
（和久里・34歳）

文化奨励賞

　昭和 52年に小浜市いず
み短歌会に入会し、研さん
を積まれ、ＮＨＫ短歌や山
川登美子短歌大会で入賞さ
れています。現在は、福井
県短歌人連盟短歌会や福井
県結社「百日紅」で歌評を
行っておられます。小浜市
歌人協会長や小浜市いずみ
短歌会代表を務められ、協
会の運営や後輩の指導に
精力的に取り組まれていま
す。加

か の う

納 暢
の ぶ こ

子さん
（山手一丁目・76歳）

文化奨励賞

　美術および書道の教員と
して専門的な技術や知識を
生かし、長年、高校生の指
導に尽くされました。みず
からの創作活動にも精力的
に取り組まれ、個展は、京
都・福井・小浜で９回開催
されています。現在は、福
井県総合美術展審査員、若
狭美術協会長として活動さ
れ、また、小浜市美術展実
行委員長および小浜市文化
協会理事として、市民が美
術に触れる環境作りに貢献
されています。

貫
ぬ く い

井 泰
た い い ち ろ う

一郎さん
（検見坂・68歳）

文化奨励賞

●市長表彰（自治振興・産業振興・教育文化振興・社会福祉功労）
　政治、経済、教育文化などで市政振興に寄与され、市民の模範となって活躍され
た個人や団体を表彰します

●奨励賞
　ざん新な発想や特色ある活動により、まちづくりや産業振興への貢献度が特に顕
著であると認められる個人や団体を表彰します

●文化奨励賞
　科学、教育、文学、芸術、歴史などで著しい業績をあげ、文化振興に寄与された
個人や団体を表彰します


